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第7回あいづ創生市民会議 会議要旨 

 

【日時】 2015/10/28 18：30～20：40 

【場所】 会津稽古堂 1F多目的ホール 

【市民会議 参加者】 出席 28名、欠席 14名 

【会津若松市 参加者】企画調整課（8名）、 （各課職員 42名） 

【日本経済研究所 参加者】2名 

【配付資料】 

・第 7回あいづ創生市民会議 次第 

・あいづ創生市民会議「with市役所」資料 

 

【議事】 

1． 開会（企画調整課） 

 

2． 趣旨説明（企画調整課） 

・今回は、市職員が４つのテーマについてアイデアを発表し、各グループに分かれて意見交換を

する。４つのテーマはこれまでのあいづ創生市民会議で出された意見を踏まえて設定したもの

であり、発表する検討内容は、市の職員がワークショップを行ってまとめたものである。 

 

3．テーマ別庁内検討内容の報告とグループでの意見交換 

① テーマ１ アクティブシニアの活躍による地域の活性化 

② テーマ２ 空き家（空き店舗）、古民家の活用とまちの活性化 

③ テーマ３ 子ども達が会津を好きになる取組 

④ テーマ４ 冬の会津の克服と活性化 

 

⇒テーマごとに、市の職員がワークショップで実施した検討内容について全体発表し、その後、５つ

の分科会に分かれてテーマに沿って意見交換を行った。 

⇒各分科会に、８～11名の市職員が参加した。 

 

3． 全体講評（日本経済研究所） 

 ・全てのグループで白熱した意見交換がなされていた。市の職員と市民が車座になって直接意見交

換を行う機会は貴重であり、素晴らしい。次回さらによい意見交換の場とするためには、①目的

（何のための政策か）を意識すること、②会津ならでは、会津らしさに着目すること、③行政の

用語はかみくだいて共有すること、の３つに気を付けていただくとよいと思う。 

 

4． 事務連絡（企画調整課） 

・次回開催までの間に、討論をしたいテーマや質問したいテーマについて照会する。 

・次回の市民会議は11月 11日（水）会津稽古堂で実施 

 

5． 閉会（企画調整課） 

 

 


